
まとめ
　下黒田 II 遺跡に隣接する、川原宮 III 遺跡では、平成 29 年度の調査で室町時代の区画溝や
柱穴跡が見つかっています。中世の大庭地区には、下黒田 II 遺跡や川原宮 III 遺跡、黒田館跡など
溝で区画した館が複数存在することが分かり、中世の大庭地区の様子を考えるうえで大変貴重な
調査例となりました。
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